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【背景・目的】 

職場における高年齢労働者の増加が見込まれるため、身体機能に関する評価の重要性が高まると考

えられる。そこで本研究では、勤労者の各年代における行動体力の特徴および運動習慣の傾向を明らか

にすることを目的とした。 

【方法】 

  対象は、2020 年 7 月から同年 8 月に当施設において健康診断を受診し、研究への参加の同意が得ら

れた 463名(男性 351名、女性 112名、平均年齢 40.1±13.3歳)であった。評価項目は、運動習慣に関

する問診、握力測定、2 ステップテスト、生体インピーダンス法による四肢骨格筋量測定(四肢骨格筋

指数 [kg/㎡] (Skeletal Muscle Mass Index :SMI))とした。 

【結果】 

女性については各年代の人数に偏りが大きく適正な検定が困難なため、本発表では男性についてのみ

報告する。年代別平均握力は、50代、60代、70代の各値と比較して 30代が高値を示した（ｐ＜ 0.05)。

年代別 2ステップテスト結果は、60代と比較して 20代および 30代が高値を示した(ｐ＜ 0.05)。年代

別 SMI では差は見られなかった。運動習慣の有無で 2 群に分け年代毎に比較すると、20 代では運動習

慣無し群と比較して運動習慣有り群において、身長および SMIが高値を示した(ともにｐ＜ 0.05)。同

様に歩行習慣の有無で 2群に分け年代毎に比較すると、歩行習慣無し群と比較して歩行習慣有り群にお

いて、50代で体重および体格指数が低値を示した(ともにｐ＜ 0.05)。 

【結論】 

  勤労者に対して握力など行動体力の評価を行うことは有効であった。また行動体力の評価の中でも

握力測定、2ステップテスト、SMI測定では評価の観点が異なるため、同時に測定することで個人に適

した指導内容へ活かせることが示唆された。今後も研究を継続し、適切な行動体力の評価方法を検討し

ていきたい。 
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